



 ─ 土偶の視点から ─ 









り、3 期に分けることができる。第 1 期（出現期・発生期）は子孫繁栄・安




























の 3 つから成り立っている宗教を創唱宗教とする」 （2）と定義しており、本論文におい


























































































































て男女とも 31 歳」 （16）としている。同様に生物学者の本川達雄は「縄文人の寿命は 31
歳。発掘された骨から求めた値です。この時代は幼児の死亡率がものすごく高いので、
それは除いて、生殖年齢に達したもの、つまり 15 歳より長生きした人の平均をとる。
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